
  第【 １ 】学年 【 理 】科学習指導計画 
 

月 単元名 小単元・目標 主  な  学  習  活  動 ・ 内  容 
評     価     規     準 

 
知識・技能 

 
思考・判断・表現 

 
主体的に学習に取り組む態度 

４月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然の

中にあ

ふれる

生命 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いろい

ろな生

物とそ

の共通

点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．自然の中にあふれる生

命 

校庭や学校周辺の生物の観察を行

い，いろいろな生物がさまざまな場所

で生活していることを見いだして理解

するとともに，観察器具の操作，観察

記録のしかたなどの技能を身につける

こと。 

いろいろな生物を比較して見いだした

共通点や相違点をもとにして分類でき

ることを理解するとともに，分類のしか

たの基礎を身につけること。 

身近な生物を観察することにより，生物に

対する興味・関心を高めること。 

 

いろいろな生物の共通点と相違点に着

目しながら，生物の観察と分類のしかた

についての基本的な概念や原理・法則

などを理解しているとともに，科学的に

探究するために必要な観察，実験など

に関する基本操作や記録などの基本的

な技能を身につけている。 

生物の観察と分類のしかたについての

観察，実験などを通して，いろいろな生

物の共通点や相違点を見いだすととも

に，生物を分類するための観点や基準

を見いだして表現しているなど，科学的

に探究している。 

生物の観察と分類のしかたに関する事

物・現象に進んで関わり，見通しをもっ

たりふり返ったりするなど，科学的に探

究しようとしている。 

２.植物の特徴と分類 身近な植物の外部形態の観察を行

い，その観察記録などにもとづいて，

共通点や相違点があることを見いだし

て，植物の体の基本的なつくりを理解

すること。また，その共通点や相違点

にもとづいて植物が分類できることを

見いだして理解すること。 

植物に対する興味・関心をもち，植物

を観察するときにどのような点に注目

すればよいかを考える力を身につける

こと。 

いろいろな植物の共通点と相違点に着

目しながら，植物の体の共通点と相違

点についての基本的な概念や原理・法

則などを理解しているとともに，科学的

に探究するために必要な観察，実験な

どに関する基本操作や記録などの基本

的な技能を身につけている。 

植物の体の共通点と相違点についての

観察，実験などを通して，いろいろな植

物の共通点や相違点を見いだすととも

に，植物を分類するための観点や基準

を見いだして表現しているなど，科学的

に探究している。 

植物の体の共通点と相違点に関する事

物・現象に進んでかかわり， 見通しをも

ったりふり返ったりするなど，科学的に

探究しようとしている。 

３．動物の特徴と分類 身近な動物の外部形態の観察を行

い，その観察記録などにもとづいて，

共通点や相違点があることを見いだし

て，動物の体の基本的なつくりを理解

すること。また，その共通点や相違点

にもとづいて動物が分類できることを

見いだして理解すること。 

動物に対する興味・関心を高め，動物

を観察するときにどのような点に注目

すればよいかを考える力を身につける

こと。 

いろいろな動物の共通点と相違点に着

目しながら，動物の体の共通点と相違

点についての基本的な概念や原理・法

則などを理解しているとともに，科学的

に探究するために必要な観察，実験な

どに関する基本操作や記録などの基本

的な技能を身につけている。 

動物の体の共通点と相違点についての

観察，実験などを通して，いろいろな動

物の共通点や相違点を見いだすととも

に，動物を分類するための観点や基準

を見いだして表現しているなど，科学的

に探究している。 

動物の体の共通点と相違点に関する事

物・現象に進んでかかわり， 見通しをも

ったりふり返ったりするなど，科学的に

探究しようとしている。 



７月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 

 

 

 

 

 

 

 

１０月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月 

 

 

 

 

 

 

身の回

りの物

質 

 

 

 

 

1. いろいろな物質とその

性質 

身のまわりの物質の性質をさまざまな

方法で調べる実験を行い，物質には

密度や加熱したときの変化など固有の

性質と共通の性質があることを見いだ

して理解させるとともに，ガスバーナー

や電子てんびんなどの実験器具の操

作，記録のしかたなどの技能を身につ

けさせる。 

身のまわりの物質の性質や変化に着目
しながら，身のまわりの物質とその性質
についての基本的な概念や原理・法則
などを理解しているとともに，科学的に
探究するために必要な観察，実験など
に関する基本操作や記録などの基本的
な技能を身につけている。 

物質のすがたについて，問題を見いだ
し見通しをもって観察，実験など、行
い，物質の性質やその変化における
規則性を見いだして表現しているな
ど，科学的に探究している。 

物質のすがたに関する事物・現象に進
んで関わり，見通しをもったりふり返
ったりするなど，科学的に探究しよう
としている。 

２．いろいろな気体とその

性質 

 

身のまわりの物質の性質や変化に着

目しながら，水溶液についての基本的

な概念や原理・法則などを理解してい

るとともに，科学的に探究するために

必要な観察，実験などに関する基本操

作や記録などの基本的な技能を身に

つけている。 

身のまわりの物質の性質や変化に着目

しながら，気体の発生とその性質につい

ての基本的な概念や原理・法則などを

理解しているとともに，科学的に探究す

るために必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的な技能

を身につけている。 

物質のすがたについて，問題を見いだし

見通しをもって観察，実験などを行い，

物質の性質やその変化における規則性

を見いだして表現しているなど，科学的

に探究している。 

物質のすがたに関する事物・現象に

進んで関わり，見通しをもったりふり返っ

たりするなど，科学的に探究しようとして

いる。 

３．水溶液の性質 物質が水に溶ける際の水溶液の均一

性を，粒子のモデルで理解させる。ま

た，水溶液から溶質を取り出す実験を

行い，その結果を溶解度と関連づけて

理解させる。 

身のまわりの物質の性質や変化に着目

しながら，水溶液についての基本的な概

念や原理・法則などを理解しているとと

もに，科学的に探究するために必要な

観察，実験などに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を身につけてい

る。 

水溶液について，問題を見いだし見通し

をもって観察，実験などを行い，物質の

性質やその変化における規則性を見い

だして表現しているなど，科学的に探究

している。 

水溶液に関する事物・現象に進んで関

わり，見通しをもったりふり返ったりする

など，科学的に探究しようとしている。 

4. 物質のすがたとその変

化 

物質が水に溶ける際の水溶液の均一

性を，粒子のモデルで理解させる。ま

た，水溶液から溶質を取り出す実験を

行い，その結果を溶解度と関連づけて

理解させる。 

身のまわりの物質の性質や変化に着目

しながら，水溶液についての基本的な概

念や原理・法則などを理解しているとと

もに，科学的に探究するために必要な

観察，実験などに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を身につけてい

る。 

水溶液について，問題を見いだし見通し

をもって観察，実験などを行い，物質の

性質やその変化における規則性を見い

だして表現しているなど，科学的に探究

している。 

水溶液に関する事物・現象に進んで関

わり，見通しをもったりふり返ったりする

など，科学的に探究しようとしている。 

光・音・

力によ

る現象 

 

 

 

 

１．光による現象 光の反射や屈折の実験を行い，光が

水やガラスなどの物質の境界面で

反射，屈折するときの規則性を見い

ださせる。また，凸レンズのはたらき

についての実験を行い，物体の位

置と像の位置および像の大きさや向

きの関係を見いださせる。 

光に関する事物・現象を日常生活や社

会と関連づけながら，光の反射や屈折，

凸レンズのはたらきについての基本的

な概念や原理・法則などを理解している

とともに，科学的に探究するために必要

な観察，実験などに関する基本操作や

光について，問題を見いだし見通しをも

って観察，実験などを行い，光の反射や

屈折，凸レンズのはたらきの規則性や

関係性を見いだして表現しているなど，

科学的に探究している。 

光に関する事物・現象に進んでかかわ

り，見通しをもったりふり返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしている。 



 

 

 

 

 

１２月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光・音・

力によ

る現象 

記録などの基本的な技能を身につけて

いる。 

２.音による現象 

  

 

音についての実験を行い，音はものが

振動することによって生じること，音

は波として空気中を約340m/sの速

さで伝わること，および音の大きさや

高さは音源の振動のしかたに関係

することを見いださせる。 

音に関する事物・現象を日常生活や社

会と関連づけながら，音の性質について

の基本的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに，科学的に探究する

ために必要な観察，実験などに関する

基本操作や記録などの基本的な技能を

身につけている。 

音について，問題を見いだし見通しをも

って観察，実験などを行い，音の性質の

規則性や関係性を見いだして表現して

いるなど，科学的に探究している。 

音に関する事物・現象に進んでかかわ

り，見通しをもったりふり返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしている。 

３．力による現象 物体に力をはたらかせる実験を行い，

物体に力がはたらくとその物体が変

形したり，動き始めたり，運動のよう

すが変わったりすることを見いださ

せるとともに，力は大きさと向きによ

って表されることを理解させる。ま

た，2力のつり合いの実験を行い，1

つの物体にはたらく2力がつり合う条

件を見いだし理解させる。 

力のはたらきに関する事物・現象を日常

生活や社会と関連づけながら，力のは

たらきについての基本的な概念や原理・

法則などを理解しているとともに，科学

的に探究するために必要な観察，実験

などに関する基本操作や記録などの基

本的な技能を身につけている。 

力のはたらきについて，問題を見いだし

見通しをもって観察，実験などを行い，

力のはたらきの規則性や関係性を見い

だして表現しているなど，科学的に探究

している。 

力のはたらきに関する事物・現象に進ん

でかかわり，見通しをもったりふり返った

りするなど，科学的に探究しようとしてい

る。 

活きて

いる地

球 

１．身近な大地 身近な地形などの観察を通して，大地

の成り立ちなどを理解させる。観察

器具の基本的な扱い方などを身に

つけさせる。 

大地の成り立ちと変化を地表に見られ

るさまざまな事物・現象と関連づけなが

ら，身近な地形や地層，岩石の観察に

ついての基本的な概念や原理・法則な

どを理解しているとともに，科学的に探

究するために必要な観察，実験などに

関する基本操作や記録などの基本的な

技能を身につけている。 

身近な地形や地層，岩石の観察につい

て，問題を見いだし見通しをもって観

察，実験などを行い，地層の重なり方や

広がり方の規則性などを見いだして表

現しているなど，科学的に探究してい

る。 

身近な地形や地層，岩石の観察に関す

る事物・現象に進んで関わり，見通しを

もったりふり返ったりするなど，科学的に

探究しようとしている。 

２．ゆれる大地 

 

地震計の記録から地震のゆれの特徴

を理解させ，記録の分析により地震の

ゆれの伝わり方の規則性を見いださ

せる。また，地震の原因などをプレート

の動きと関連づけて理解させる。 

大地の成り立ちと変化を地表に見られ

るさまざまな事物・現象と関連づけなが

ら，地震の伝わり方と地球内部のはたら

きについての基本的な概念や原理・法

則などを理解しているとともに，科学的

に探究するために必要な観察，実験な

どに関する基本操作や記録などの基本

的な技能を身につけている。 

地震について，問題を見だし見通しをも

って観察，実験などを行い，地震のゆれ

の大きさや伝わり方の規則性などを見

いだして表現しているなど，科学的に探

究している。 

地震に関する事物・現象に進んで関わ

り，見通しをもったりふり返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしている。 

３．火をふく大地 

 

さまざまな火山の活動などを調べさせ

，それらのようすはマグマの性質が深

く関係していることを考察させるととも

に，マグマからできる火成岩の特徴を

，成因と関連づけて理解させる。 

大地の成り立ちと変化を地表に見られ

るさまざまな事物・現象と関連づけなが

ら，火山活動と火成岩についての基本

的な概念や原理・法則などを理解してい

るとともに，科学的に探究するために必

要な観察，実験などに関する基本操作

火山について，問題を見だし見通しをも

って観察，実験などを行い，地下のマグ

マの性質と火山の形との関係性などを

見いだして表現しているなど，科学的に

探究している。 

火山に関する事物・現象に進んで関わ

り，見通しをもったりふり返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしている。 



 

 

３ 

や記録などの基本的な技能を身につけ

ている。 

 ４.語る大地 地層の重なり方や広がり方の規則性

を捉えさせ，構成する岩石や化石をも

とに，地層が堆積した時代や当時の環

境を推測させることを通じて，地層ので

き方を理解させる。また，プレートと火

山活動や地震などとの関連を総合的

に捉えさせ，大地からの恵みや災害に

ついて理解させる。  

大地の成り立ちと変化を地表に見られ

るさまざまな事物・現象と関連づけなが

ら，地層の重なりと過去のようす，自然

の恵みと火山災害・地震災害について

の基本的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに，科学的に探究する

ために必要な観察，実験などに関する

基本操作や記録などの基本的な技能を

身につけている。 

地層の重なりと過去のようす，自然の恵

みと火山災害・地震災害について，問題

を見いだし見通しをもって観察，実験な

どを行い，地層の重なり方や広がり方の

規則性，火山活動や地震発生のしくみと

の関係性などを見いだして表現している

など，科学的に探究している。 

地層の重なりと過去のようす，自然の恵

みと火山災害・地震災害に関する事物・

現象に進んで関わり，見通しをもったり

ふり返ったりするなど，科学的に探究し

ようとしている。 

 

  



第【 ２ 】学年 【  理  】科学習指導計画  

 

月 単元名 小単元・目標 
主  な  学  習  活  動 ・ 内  

容 

評     価     規     準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化学変化と

原子・分子 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．物質の成り立ちと

化学変化 

 

〇物質を分解する実験を行い，分解し

て生成した物質からもとの物質の成

分が推定できることを見いださせる。 

〇物質は原子や分子からできている

ことを認識させる。 

・化学変化を原子や分子のモデルと関連づけ

ながら，物質の分解や原子・分子について

の基本的な概念や原理・法則などを理解し

ているとともに，科学的に探究するために必

要な観察，実験などに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を身につけている。 

・物質の成り立ちについて，見通しをも

って解決する方法を立案して観察，実

験などを行い，原子や分子と関連づ

けてその結果を分析して解釈し，化学

変化における物質の変化を見いだし

て表現しているなど，科学的に探究し

ている。 

 

・物質の成り立ちに関する事物・現象に

進んで関わり，見通しをもったりふり返っ

たりするなど，科学的に探究しようとして

いる。 

２．いろいろな化学変

化 

 

〇原子や分子を化学式で表すことが

できるようにする。 

〇化学式・化学反応式によって，物質

の組成や化学変化を表すことができ

るようにする 

・化学変化を原子や分子のモデルと関連づけ

ながら，物質の分解や原子・分子について

の基本的な概念や原理・法則を理解してい

るとともに，科学的に探究するために必要な

化学変化の表し方などを身につけている。 

・物質の成り立ちについて，見通しをも

って解決する方法を立案してモデルを

使った実習などを行い，原子や分子と

関連づけてその結果を分析して解釈

し，化学変化における物質の変化を

見いだして表現しているなど，科学的

に探究している。 

・物質の成り立ちに関する事物・現象に

進んで関わり，見通しをもったりふり返

ったりするなど，科学的に探究しようと

している。 

３．化学変化と物質

の質量 

○２種類の物質が反応して結びつく実

験を行い，反応前とは異なる物質

が生成することを見いださせる。 

〇さまざまな化学変化を原子・分子の

モデルや化学反応式を用いて説明

できるようにする。 

〇酸化と還元が同時に起きていること

や，化学変化に伴う熱の出入りにつ

いても認識させ，それらが日常生活

にも多く利用されていることに気づ

かせる。 

 

・化学変化を原子や分子のモデルと関連づけ

ながら，化学変化と質量の保存，質量変化

の規則性についての基本的な概念や原理・

法則などを理解しているとともに，科学的に

探究するために必要な観察，実験などに関

する基本操作や記録などの基本的な技能を

身につけている。 

・化学変化と物質の質量について，見

通しをもって解決する方法を立案して

観察，実験などを行い，原子や分子と

関連づけてその結果を分析して解釈

し，化学変化における物質の量的な

関係を見いだして表現しているなど，

科学的に探究している。 

・化学変化と物質の質量に関する事物・

現象に進んで関わり，見通しをもったり

ふり返ったりするなど，科学的に探究し

ようとしている。 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．電流の性質 

 

 

○回路の基本的な性質や，電圧と電

流の関係について規則性を見いだ

させるとともに，実験機器の操作や

実験結果の処理についての技能を

習得させる。 

・電流に関する事物・現象を日常生活や社会

と関連づけながら，回路と電流・電圧，電流・

電圧と電気抵抗，電気とそのエネルギーに

ついての基本的な概念や原理・法則などを

理解しているとともに，科学的に探究するた

めに必要な観察，実験などに関する基本操

作や記録などの基本的な技能を身につけて

いる。 

 

 

 

・電流に関する現象について，見通し

をもって解決する方法を立案して観察

，実験などを行い，その結果を分析し

て解釈し，電流と電圧，電流のはたら

きの規則性や関係性を見いだして表

現しているなど，科学的に探究してい

る。 

・電流に関する事物・現象に進んで関わ

り，見通しをもったりふり返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしている。 



 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

電流の性

質 

 

 

 

 

２．電流の正体 

 

 

○日常生活と関連づけながら静電気

の性質について調べさせ，静電気と

電流には関係があることを見いださ

せ，真空放電の実験から，電流の

正体について理解させる。 

・静電気に関する事物・現象を日常生活や社

会と関連づけながら，静電気と電流の関係

や電子，放射線についての基本的な概念や

原理・法則などを理解しているとともに，科学

的に探究するために必要な観察，実験など

に関する基本操作や記録などの基本的な技

能を身につけている。 

 

 

 

・静電気や電子に関する現象について

，見通しをもって解決する方法を立案

して観察，実験などを行い，その結果

を分析して解釈し，静電気や陰極線

の規則性や関係性を見いだして表現

しているなど，科学的に探究している

。 

・電流に関する事物・現象に進んで関わ

り，見通しをもったりふり返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしている。 

３．電流と磁界 

 

 

○日常生活と関連づけながら，電流

の磁気作用や電流と磁界との相互作

用を理解させ，直流と交流の違いを捉

えさせる。 

・電流と磁界に関する事物・現象を日常生活

や社会と関連づけながら，電流がつくる磁界

，磁界中の電流が受ける力，電磁誘導と発

電についての基本的な概念や原理・法則な

どを理解しているとともに，科学的に探究す

るために必要な観察，実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な技能を身につ

けている。 

・電流と磁界に関する現象について，

見通しをもって解決する方法を立案し

て観察，実験などを行い，その結果を

分析して解釈し，電流と磁界の規則

性や関係性を見いだして表現してい

るなど，科学的に探究している。 

・電流と磁界に関する事物・現象に進

んで関わり，見通しをもったりふり返

ったりするなど，科学的に探究しよう

としている。 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 
２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天気とその

変化 

 

 

１．地球をとり巻く大

気のようす              

○地表にあるもののすべてに大気圧

がはたらいていることを理解させ，

身のまわりの大気の存在を認識さ

せる。 

〇身のまわりの大気の状態を継続的

に観測させて，気象要素の変化と

天気の変化の関係を見いださせる

。   

  

・気象要素と天気の変化との関係に着目しな

がら，気象要素，気象観測についての基本

的な概念や原理・法則などを理解していると

ともに，科学的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操作や記録など

の基本的な技能を身につけている。 

・気象観測について，見通しをもって解

決する方法を立案して観察，実験な

どを行い，その結果を分析して解釈し

，天気の変化についての規則性や関

係性を見いだして表現しているなど，

科学的に探究している。 

・気象観測に関する事物・現象に進んで

関わり，見通しをもったりふり返ったり

するなど，科学的に探究しようとしてい

る。 

２．大気中の水の変

化 

 

○霧や雲のでき方を，空気中の水の

変化と関連づけて理解させる。 

〇地球上の水がさまざまな状態で存

在し，霧，雲，雨や雪はその循環の

一部であることを認識させる。 

・気象要素と天気の変化との関係に着目しな

がら，霧や雲の発生についての基本的な概

念や原理・法則などを理解しているとともに，

科学的に探究するために必要な観察，実験な

どに関する基本操作や記録などの基本的な

技能を身につけている。 

 

・霧や雲の発生について，見通しをもっ

て解決する方法を立案して観察，実

験などを行い，その結果を分析して解

釈し，霧や雲の発生についての規則

性や関係性を見いだして表現してい

るなど，科学的に探究している。 

・前線の通過と天気の変化に関する事

物・現象に進んで関わり，見通しをもっ

たりふり返ったりするなど，科学的に探

究しようとしている。 

３．天気の変化と大

気の動き         

 

 

 

○気圧配置によって，大気の動きが

生じることを理解させる。 

〇日本付近の高気圧や低気圧の移

動と，それに伴う天気の変化を，地

球規模の大気の動きの一部として

・気象要素と天気の変化との関係に着目しな

がら，前線の通過と天気の変化についての

基本的な概念や原理・法則などを理解して

いるとともに，科学的に探究するために必要

な観察，実験などに関する基本操作や記録

・前線の通過と天気の変化について，

見通しをもって解決する方法を立案し

て観察，実験などを行い，その結果を

分析して解釈し，前線の通過と天気

の変化についての規則性や関係性を

・天気図から気圧配置や気象要素を 読

みとることができる。 

・気象要素の変化から、前線の種類 や

通過の様子を読みとることができ る。 

・気象データをもとに、各地の気象要 素



３ 捉えさせる。 などの基本的な技能を身につけている。 見いだして表現しているなど，科学的

に探究している。 

 

を天気図に記入することができる。 

4．大気の動きと日本

の四季 

 

〇大陸と海洋の温度差によって生じる

大気の動きが，日本の気象に影響

を与えることを理解させる。 

〇日本付近で盛衰する３つの気団と

関連づけながら，日本の四季の天

気の特徴とそれが生じるしくみを理

解させる。 

・気象要素と天気の変化との関係に着目しな

がら，日本の天気の特徴，大気の動きと海

洋の影響，自然の恵みと気象災害について

の基本的な概念や原理・法則などを理解し

ているとともに，科学的に探究するために必

要な観察，実験などに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を身につけている。 

 

・日本の気象，自然の恵みと気象災害

について，見通しをもって解決する方

法を立案して観察，実験などを行い，

その結果を分析して解釈し，天気の

変化や日本の気象についての規則性

や関係性を見いだして表現しているな

ど，科学的に探究している。 

・日本の気象，自然の恵みと気象災害に

関する事物・現象に進んで関わり，見

通しをもったりふり返ったりするなど，科

学的に探究しようとしている。 

 

  



第【 ２ 】学年 【  理   】科学習指導計画  

 

 

月 

 

 

単元名 

 

小単元・目

標 

 

主  な  学  習  活  動 ・ 内  容 

評     価     規     準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

4 

5 

6 

7 

 

9 

10 

 

11 

 

12 

 

1 

2 

3 

 

動物の

世界 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．生物の体

をつくるもの 

⑤ 

○ 生物の組織などの観察を行い，

生物の体が細胞からできているこ

と，および植物と動物の細胞のつく

りの特徴を見いだし理解させる。 

・生物の体のつくりとはたらきとの関係に着

目しながら，生物と細胞のつくりの特徴に

ついての基本的な概念や原理・法則など

を理解しているとともに，科学的に探究す

るために必要な観察，実験などに関する

基本操作や記録などの基本的な技能を

身につけている。 

・生物と細胞について，見通しをもって解決する

方法を立案して観察，実験などを行い，その結

果を分析して解釈し，生物の体のつくりとはたら

きについての規則性や関係性を見いだして表

現しているなど，科学的に探究している。 

・生物と細胞に関する事物・現象に進んで関わ

り，見通しをもったりふり返ったりするなど，科

学的に探究しようとしている。 

２．植物の体

のつくりとは

たらき 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○植物の葉や茎，根のつくりについ

ての観察を行い，それらのつくりと，

光合成，呼吸，蒸散のはたらきに関

する実験の結果とを関連づけて理

解させる。 

・植物の体のつくりとはたらきとの関係に着

目しながら，葉・茎・根の つくりとはたらき

についての基本的な概念や原理・法則な

どを理解しているとともに，科学的に探究

するために必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的な技能を

身につけている。 

・植物の体のつくりとはたらきについて，見通し

をもって解決する方法を立案して観察，実験な

どを行い，その結果を分析して解釈し，植物の

体のつくりとはたらきについての規則性や関係

性を見いだして表現しているなど，科学的に探

究している。 

・植物の体のつくりとはたらきに関する事物・現

象に進んで関わり，見通しをもったりふり返っ

たりするなど，科学的に探究しようとしている

。 

 

３．動物の体

のつくりとは

たらき 

②  

○消化や呼吸，血液の循環について

の観察・実験を行い，動物の体が

必要な物質を取り入れ運搬してい

るしくみを観察・実験の結果と関連

づけて理解させる。 

〇不要となった物質を排出するしくみ

があることを理解させる。 

・動物の体のつくりとはたらきとの関係に着

目しながら，生命を維持するはたらきにつ

いての基本的な概念や原理・法則などを

理解しているとともに，科学的に探究する

ために必要な観察，実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

・動物の体のつくりとはたらきのうち，生命を維

持するはたらきについて，見通しをもって解決

する方法を立案して観察，実験などを行い，そ

の結果を分析して解釈し，動物の体のつくりと

はたらきについての規則性や関係性を見いだ

して表現しているなど，科学的に探究している

。 

 

・動物の体のつくりとはたらきのうち，生命を維

持するはたらきに関する事物・現象に進んで

関わり，見通しをもったりふり返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしている。 

 

  



第【 ３ 】学年 【 理 】科学習指導計画 
 

月 単元名 小単元・目標 主  な  学  習  活  動 ・ 内  容 
評     価     規     準 

 
知識・技能 

 
思考・判断・表現 

 
主体的に学習に取り組む態度 

 

４

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生命の連

続性 

 

 

 

１． 生物のふえ方と成 

長 ⑤ 

 生殖の観察などを通して，生物のふ

え方には，無性生殖と有性生殖の２つ

があることを見いだし，その違いを理

解させる。また，種子から根がのびる

様子の観察や，細胞分裂の観察を通

して，生物の成長を細胞の分裂と関連

づけて捉えさせるとともに，有性生殖

における減数分裂について理解させ

る。 

 

生物のふえ方と成長に関する事物・現
象の特徴に着目しながら，生物のふえ
方，生物の成長と細胞分裂についての
基本的な概念や原理・法則などを理解
しているとともに，科学的に探究するた
めに必要な観察，実験などに関する基
本操作や記録などの基本的な技能を身
につけている。 

生物のふえ方と成長について，観察，
実験などを行い，その結果や資料を
分析して解釈し，生物のふえ方と成
長についての特徴や規則性を見いだ
して表現しているとともに，探究の過
程をふり返るなど，科学的に探究して
いる。 

生物のふえ方と成長に関する事物・現
象に進んで関わり，見通しをもったり
ふり返ったりするなど，科学的に探究
しようとしている。 

２．遺伝の規則性と遺 

伝子 ⑤ 

 

生物がふえていくとき，染色体にある

遺伝子を介して親から子へ形質が伝

わること，そしてその伝わり方に規則

性があることを理解させる。 

遺伝の規則性と遺伝子に関する事物・

現象の特徴に着目しながら，遺伝の規

則性と遺伝子についての基本的な概念

や原理・法則などを理解しているととも

に，科学的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操作や記録

などの基本的な技能を身につけている。 

遺伝の規則性と遺伝子について，観

察，実験などを行い，その結果や資料を

分析して解釈し，遺伝現象についての

特徴や規則性を見いだして表現してい

るとともに，探究の過程をふり返るなど，

科学的に探究している。 

遺伝の規則性と遺伝子に関する事物

・現象に進んで関わり，見通しをもったり

ふり返ったりするなど，科学的に探究し

ようとしている。 

３．生物の種類の多様 

性と進化 ⑨ 

 

 

 

 

 

 

現存の生物や化石の比較などを通し

て、現存の多様な生物は過去の生物

が長い時間の経過の中で変化して生

じてきたものであることを体のつくりと

関連づけて理解させる。また，生物の

間のつながりを時間的に見ることを通

して進化の概念を身につけさせる。 

 

 

生物の種類の多様性と進化に関する事

物・現象の特徴に着目しながら，生物の

種類の多様性と進化についての基本的

な概念や原理・法則などを理解している

とともに，科学的に探究するために必要

な観察，実験などに関する基本操作や

記録などの基本的な技能を身につけて

いる。 

生物の種類の多様性と進化について，

観察，実験などを行い，その結果や資

料を分析して解釈し，生物の種類の多

様性と進化についての特徴や規則性を

見いだして表現しているとともに，探究

の過程をふり返るなど，科学的に探究し

ている。 

生物の種類の多様性と進化に関する事

物・現象に進んで関わり，見通しをもっ

たりふり返ったりするなど，科学的に探

究しようとしている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動とエ

ネルギー 

 

 

 

 

 

 

 

１．力の合成と分解 

  ② 

水中にある物体には浮力がはたらくこ

とを見いださせ，重力と浮力のつり合

いの関係から，浮き沈みのしくみを理

解させる。次に，合力を導入し，作図に

よって合力を求めることができるように

する。最後に，分力の求め方を理解さ

せる。 

 

力のつり合いと合成・分解を日常生活や

社会と関連づけながら，水中の物体に

はたらく力，力の合成・分解についての

基本的な概念や原理・法則などを理解

しているとともに，科学的に探究するた

めに必要な観察，実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

 

力のつり合いと合成・分解について，見

通しをもって観察，実験などを行い，そ

の結果を分析して解釈し，力のつり合

い，合成や分解の規則性や関係性を見

いだして表現しているとともに，探究の

過程をふり返るなど，科学的に探究して

いる。 

力のつり合いと合成・分解に関する事物

・現象に進んで関わり，見通しをもったり

ふり返ったりするなど，科学的に探究し

ようとしている。 

２．物体の運動 

  

記録タイマーなどを使って，物体の速

さや運動のようすを調べる方法を身に

つけさせ，物体にはたらく力と運動の

関係を理解させる。 

運動の規則性を日常生活や社会と関連

つけながら，運動の速さと向き，力と運

動についての基本的な概念や原理・法

則などを理解しているとともに，科学的

に探究するために必要な観察，実験な

どに関する基本操作や記録などの基本

的な技能を身につけている。 

 

運動の規則性について，見通しをもって

観察，実験などを行い，その結果を分析

して解釈し，物体の運動の規則性や関

係性を見いだして表現しているととも

に，探究の過程をふり返るなど，科学的

に探究している。 

運動の規則性に関する事物・現象に進

んで関わり，見通しをもったりふり返った

りするなど，科学的に探究しようとしてい

る。 

３．仕事とエネルギー 

  ②，⑤ 

仕事の定義を理解させ，仕事の原理を

見いださせる。また，仕事をする能力と

してエネルギーを定義し，位置エネル

ギーや運動エネルギーの大きさと，物

体の高さや質量，速さとの関係を見い

ださせる。摩擦や空気の抵抗がなけれ

ば，力学的エネルギーが保存されるこ

とを理解させる。 

 

仕事とエネルギーを日常生活や社会と

関連つけながら，仕事とエネルギー，力

学的エネルギーの保存についての基本

的な概念や原理・法則などを理解してい

るとともに，科学的に探究するために必

要な観察，実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身につけ

ている。 

仕事とエネルギーについて，見通しをも

って観察，実験などを行い，その結果を

分析して解釈し，力学的エネルギーの

規則性や関係性を見いだして表現して

いるとともに，探究の過程をふり返るな

ど，科学的に探究している。 

仕事とエネルギーに関する事物・現象に

進んで関わり，見通しをもったりふり返っ

たりするなど，科学的に探究しようとして

いる。 

４．多様なエネルギーと

その移り変わり 

  ⑤，⑨ 

身のまわりのさまざまなエネルギーに

ついて気づかせ，それらのエネルギー

はどのように移り変わるか理解させる

とともに，エネルギーの総量は一定に

保たれることを理解させる。 

 

日常生活や社会と関連つけながら，さま

ざまなエネルギーの基本的な概念や原

理・法則などを理解しているとともに，科

学的に探究するために必要な観察，実

験などに関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身につけている。 

 

日常生活や社会で使われているさまざ

まなエネルギーについて，見通しをもっ

て観察，実験などを行い，その結果を分

析して解釈しているなど，科学的に探究

している。 

さまざまなエネルギーに関する事物・現

象に進んで関わり，見通しをもったりふ

り返ったりするなど，科学的に探究しよう

としている。 

５. エネルギー資源とそ

の利用 ⑨ 

人間は多様なエネルギー資源を消費

して活動していることを知り，将来にわ

たってエネルギー資源を確保し，安全

で有効な利用と環境保全をはかること

の重要性を認識させる。 

日常生活や社会と関連づけながら，エ

ネルギー資源などの基本的な概念を理

解している。 

日常生活や社会で使われているエネル

ギー資源について，実験結果やデータ

を分析して解釈しているなど，科学的に

探究している。 

エネルギー資源に関する事物・現象

に進んで関わり，見通しをもったりふり

返ったりするなど，科学的に探究しようと

している。 
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化学変化

とイオン 

 

 

１．水溶液とイオン 

  ⑨ 

水溶液の電気伝導性を調べる実験を

行い，水溶液には電流が流れるも

のと流れないものがあることを見い

だして理解させる。次に，電解質水

溶液の電気分解の実験を行い，電

極に物質が生成することからイオン

の存在を見いださせ，イオンの生成

が原子の成り立ちに関係することを

理解させる。 

 

化学変化をイオンのモデルと関連づけ

ながら，原子の成り立ちとイオンについ

ての基本的な概念や原理・法則などを

理解しているとともに，科学的に探究す

るために必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的な技能

を身につけている。 

水溶液とイオンについて，見通しをもっ

て観察，実験などを行い，イオンと関連

づけてその結果を分析して解釈し，化学

変化における規則性や関係性を見いだ

して表現しているとともに，探究の過程

をふり返るなど，科学的に探究してい

る。 

水溶液とイオンに関する事物・現象に進

んで関わり，見通しをもったりふり返った

りするなど，科学的に探究しようとしてい

る。 

２．電池とイオン 

  ②，⑤ 

金属イオンについての実験を探究的

に行い，金属によってイオンへのなり

やすさが異なることを見いださせ，イオ

ンのモデルと関連づけて理解させる。

また，電池を製作し，電池では化学エ

ネルギーが電気エネルギーに変換さ

れていることに気づかせるとともに，イ

オンのモデルを用いて電池の基本的

なしくみを説明できるようにする。さら

に，いろいろな電池に関心をもたせ，

燃料電池の原理についても紹介する。 

 

化学変化をイオンのモデルと関連づけ

ながら，金属イオン，化学変化と電池に

ついての基本的な概念や原理・法則な

どを理解しているとともに，科学的に探

究するために必要な観察，実験などに

関する基本操作や記録などの基本的な

技能を身につけている。 

化学変化と電池について，見通しをもっ

て観察，実験などを行い，イオンと関連

づけてその結果を分析して解釈し，化学

変化における規則性や関係性を見いだ

して表現しているとともに，探究の過程

をふり返るなど，科学的に探究してい

る。 

化学変化と電池に関する事物・現象に

進んで関わり，見通しをもったりふり返っ

たりするなど，科学的に探究しようとして

いる。 

３．酸・アルカリと塩 

  ⑨ 

酸やアルカリの水溶液を用いた実験を

行い，酸やアルカリのそれぞれの性質

が水素イオンと水酸化物イオンによる

ことを見いださせるとともに，電離のよ

うすをイオンのモデルを用いて説明で

きるようにする。また，中和反応の実

験により，酸とアルカリが反応すると塩

と水ができることを見いださせるととも

に，中和反応をイオンのモデルを使っ

て説明できるようにする。 

 

化学変化をイオンのモデルと関連づけ

ながら，酸・アルカリ，中和と塩について

の基本的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに，科学的に探究する

ために必要な観察，実験などに関する

基本操作や記録などの基本的な技能を

身につけている。 

水溶液とイオンについて，見通しをもっ

て観察，実験などを行い，イオンと関連

づけてその結果を分析して解釈し，化学

変化における規則性や関係性を見いだ

して表現しているとともに，探究の過程

をふり返るなど，科学的に探究してい

る。 

水溶液とイオンに関する事物・現象に進

んで関わり，見通しをもったりふり返った

りするなど，科学的に探究しようとしてい

る。 

宇宙を観

る 

 

 

１．地球から宇宙へ 

  ② 

太陽の観察を行い，その観察記録や
資料から，太陽の形や大きさ，表面の
ようすなどの特徴を見いだして理解さ
せたり，観測資料などから，惑星と恒
星の特徴や太陽系の構造を理解させ
たりするとともに，太陽の表面を観察
したり記録したりする技能を身につけ
させる。 

 

身近な天体とその運動に関する特徴に

着目しながら，太陽のようす，惑星と恒

星についての基本的な概念や原理・法

則などを理解しているとともに，科学的

に探究するために必要な観察，実験な

どに関する基本操作や記録などの基本

的な技能を身につけている。 

太陽のようす，惑星と恒星について，天

体の観察，実験などを行い，その結果

や資料を分析して解釈し，太陽のよう

す，惑星と恒星についての特徴や規則

性を見いだして表現しているとともに，

探究の過程をふり返るなど，科学的に

探究している。 

太陽のようす，惑星と恒星に関する事物

・現象に進んで関わり，見通しをもったり

ふり返ったりするなど，科学的に探究し

ようとしている。 
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２．太陽と恒星の動き 

  ⑨ 

太陽や星座の日周運動の観察を行

い，天体の日周運動が地球の自転に

よる相対運動であることを理解させる

とともに，季節ごとの星座の位置の変

化や太陽の南中高度の変化を調べ，

それらの観察記録を，地球が公転して

いることや地軸が傾いていることと関

連づけて理解させ，天体の動きを観察

する技能を身につけさせる。 

 

身近な天体とその運動に関する特徴に

着目しながら，日周運動と自転，年周運

動と公転についての基本的な概念や原

理・法則などを理解しているとともに，科

学的に探究するために必要な観察，実

験などに関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身につけている。 

天体の動きと地球の自転・公転につい

て，天体の観察，実験などを行い，その

結果や資料を分析して解釈し，天体の

動きと地球の自転・公転についての特

徴や規則性を見いだして表現していると

ともに，探究の過程をふり返るなど，科

学的に探究している。 

天体の動きと地球の自転・公転に関す

る事物・現象に進んで関わり，見通しを

もったりふり返ったりするなど，科学的に

探究しようとしている。 

３．月と金星の動きと観

え方 ⑤，⑨ 

月や金星の動きや見え方の観察を行

い，月や金星の観察記録などから，見

え方を月や金星の公転と関連づけて

理解させるとともに，月や金星の動き

や形を観察したり記録したりする技能

を身につけさせる。 

身近な天体とその運動に関する特徴に

着目しながら，月や金星の運動と見え

方についての基本的な概念や原理・法

則などを理解しているとともに，科学的

に探究するために必要な観察，実験な

どに関する基本操作や記録などの基本

的な技能を身につけている。 

 

月や金星の運動と見え方について，天

体の観察，実験などを行い，その結果

や資料を分析して解釈し，月や金星の

運動と見え方についての特徴や規則性

を見いだして表現しているとともに，探

究の過程をふり返るなど，科学的に探

究している。 

月や金星の運動と見え方に関する事物

・現象に進んで関わり，見通しをもったり

ふり返ったりするなど，科学的に探究し

ようとしている。 

自然と人

間 

 

 

 

１. 自然界のつり合い 

  ② 

植物，動物および微生物を，栄養摂取

の面から相互に関連づけて捉えるとと

もに，自然界では，これらの生物がつ

り合いを保って生活していることを観察

などを通して見いだし理解させる。 

 

 

 

日常生活や社会と関連づけながら，自

然界のつり合いについての基本的な概

念や原理・法則などを理解しているとと

もに，科学的に探究するために必要な

観察，実験などに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を身につけてい

る。 

生物と環境について，生物どうしの関係

や，微生物のはたらきを調べる観察，実

験などを行い，自然界のつり合いについ

て科学的に探究している。 

生物と環境に関する事物・現象に進ん

で関わり，見通しをもったりふり返ったり

するなど，科学的に探究しようとしてい

る。 

２ . さまざまな物質の利

用と人間 ⑤ 

日常生活や社会では，さまざまな物質

が使用目的や用途に応じて使い分け

られていることを認識させ，物質を有

効利用するためには，物質の再利用

などがたいせつであることに気づかせ

る。 

 

日常生活や社会と関連づけながら，さま

ざまな物質とその利用についての基本

的な概念や原理・法則などを理解してい

るとともに，科学的に探究するために必

要な観察，実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身につけ

ている。 

日常生活や社会で使われている物質に

ついて，見通しをもって観察，実験など

を行い，その結果を分析して解釈した

り，自然環境の保全と科学技術のあり

方について科学的に考察して判断したり

するなど，科学的に探究している。 

さまざまな物質に関する事物・現象に

進んで関わり，見通しをもったりふり返っ

たりするなど，科学的に探究しようとして

いる。 

３．科学技術の発展 

 

科学技術の発展の過程について，ど

のようなものがあるかを理解させ，さま

ざまな科学技術の利用が人間の生活

を豊かで便利にしていることを認識さ

せる。また，最新の科学技術について

調べさせ，これからの科学技術の発展

の方向性を，科学的根拠をもって検討

させる。 

日常生活や社会と関連づけながら，科

学技術の発展についての基本的な概念

や原理・法則などを理解しているととも

に，科学的に探究するために必要な資

料調査や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

科学技術の発展について，見通しをもっ

て情報収集や資料調査などを行い，そ

の結果を分析して解釈し，科学技術の

発展の方向性について根拠にもとづい

て予測しているなど，科学的に探究して

いる。 

科学技術の発展に関する事物・現象

に進んで関わり，見通しをもったりふり

返ったりするなど，科学的に探究しようと

している。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．人間と環境 身近な自然環境や地域の自然災害を

調べる活動を行い，人間の活動などの

さまざまな要因が自然環境に影響をあ

たえていることについて理解させ，自

然環境を保全することの重要性を認識

させるとともに，大地の特徴を理解し，

自然を多面的，総合的に捉え，自然と

人間の関わり方について，科学的に考

察して判断する能力や態度を身につ

けさせる。 

 

日常生活や社会と関連づけながら，自

然環境の調査と環境保全，地域の自然

災害についての基本的な概念や原理・

法則などを理解しているとともに，科学

的に探究するために必要な資料調査や

記録などの基本的な技能を身につけて

いる。 

自然環境の調査と環境保全，地域の自

然災害について，身近な自然環境や地

域の自然災害などを調べる調査などを

行い，自然環境の保全や自然と人間と

の関わり方について科学的に考察して

判断しているなど，科学的に探究してい

る。 

自然環境の調査と環境保全，地域の

自然災害に関する事物・現象に進んで

関わり，見通しをもったりふり返ったりす

るなど，科学的に探究しようとしている。 

５．持続可能な社会をめ

ざして ⑨ 

科学技術の発展と人間生活との関わ

り方について多面的，総合的に捉えさ

せ，自然環境の保全と科学技術の利

用のあり方について科学的に考察させ

，持続可能な社会をつくることの重要

性を認識させる。 

日常生活や社会と関連づけながら，自

然環境の保全と科学技術の利用につい

ての基本的な概念や原理・法則などを

理解しているとともに，科学的に探究す

るために必要な資料調査や記録などの

基本的な技能を身につけている。 

自然環境の保全と科学技術の利用につ

いて，調査活動や討論などを行い，持続

可能な社会の構築に向けて，科学的な

根拠にもとづいて多面的・総合的に考察

して判断し，行動しているなど，科学的

に探究している。 

自然環境の保全と科学技術の利用に

関する事物・現象に進んで関わり，見通

しをもったりふり返ったりするなど，持続

可能な社会の構築に向けて，科学的に

探究しようとしている。 

 

 


